
日時：2022 年 7 月 30 日（土）午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

会場：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）1202 室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

月曜日から金曜日まで、ほぼ毎日、
全国各地の地方裁判所の法廷で刑
事裁判が開かれています。ありふれ
たほとんどの事件はマスコミ関係者
も関心を持ちません。傍聴人が一人
もいない法廷もあります。どんな事件
でどういう人が裁かれているのでしょ
うか。数百円の商品の万引きで「懲
役 3 年」の判決が言い渡されることも
あります。なぜ？－犯罪常習者だか
らそうなるのでしょう。しかし、その人
が刑務所に入って、出てきてその後
どうなるのでしょうか。少し立ち止まっ
て、刑事裁判を考えてみませんか。
まずは、多くの人が刑事裁判で何が
行われているかを知ることが大切で
はないでしょうか。 
 

（連絡先:k-mfujiw@n-fukushi.ac.jp） 

＊この研究集会は、上の科学研究費研究の一環として開催します。 

『刑事裁判を語る～それぞれの立場から』 

講演① 櫻井義也（愛知県弁護士会弁護士） 

講演② 橋本和明（司法心理研究所代表理事、公認心理師・臨床心理士、国際医

療福祉大学教授） 

講演③ 嶽崎貴史（岡山県社会福祉士会リーガルソーシャルワーク委員会委員長、

社会福祉士） 

〔講演後ディスカッション〕 

コーディネータ― 藤原正範（日本福祉大学ソーシャルインクルージョン研究センター） 
 

 

 




